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2　歴　代　市　長

代 氏 名 就任年月日 退任年月日 代 氏 名 就任年月日 退任年月日

1 杉村 大入 明 22. 5 . 6 明 26. 7. 9 l l 平野 龍起 昭 17. 6.2 5 昭 2 0. 8ユ0

2 松崎 為 己 〝2 6. 9 .1 5 〝 3 0. 8. 2 1 2 石坂 繁 2 0.1 0. 4 〝2 1. 3 .l l

3 辛島 格 〝3 0. 9.1 3 大 2. 1.2 0 13 -1 福 田 虎亀 〝2 1. 6 .1 4 〝 23. 2. a

4 山田 珠 一 大 2. 4 . 2 〝 3.1 0.1 0 15 佐藤美佐男 〝2 3. 4. 7 〝 27. 3 . 7

5 依田 昌今 〝 4. 1.1 4 〝 6. 9. 3 1 6 林田 正治 〝 27. 3 .2 1 〝 31. 2.2 3

6 佐都 塵太 〝 6.l l.2 0 〝 10.l l.1 9 17 * 1 坂 口 主税 〝3 1. 3 .1 5 〝38. 1. 4

7 高橋 守雄 〝1 1. 1.1 9 〝 14. 7.1 3 19 -20 石坂 繁 〝3 8. 2.1 5 〝 45ユ1.2 6

.8 辛島 知己 〝1 4. 9.1 4 昭 4. 7. 4 2 1 星子 敏雄 〝 45.1 2.2 1 〝 4 9.1 2 .2 0

9

1 0

山田 謙.一

山限 康

昭 5. 2 . 5

〝 9. 5 .1 4

〝 9. 4 .1 6

〝 17. 5ユ3

2 2 星子 敏雄 〝4 9.1 2.2 1 在 任 中

3　職　　員　　数
(昭50. 4. 1現在)

区 分 定 数
現 員 数

吏 員 そ の 他 計

市 長 事 務 部 局 3,0 8 9 2.8 8 6 1 8 3 3 ,0 6 9

議 会 事 務 局 2 6 1 2 4 2 5

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 2 2 2 0 1 2 1

監 査 事 務 局 1 4 1 3 0 1 3

教窮巨員会事務局及畔 の僧の棚 7 5 3 6 6 0 7 5 7 3 5

公 平 委 員 会 事 務 局 5 市 長 事 務 部 局 兼 務 .

消 防 局 4 2 8 4 1 5 4 1 5

農 業 委 員 会 事 務 .局 2 7 1 9 1 2 0

交 通 局 8 5 0 6 7 3 6 6 7 3 9

水 道 局 3 6 8 3 3 5 2 2 3 5 7

計 5,5 7 7 5 ,0 2 2 3 7 2 5,3 9 4

4　給　　　与

(1)局別職員給料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭50. 4. 1現在)

区 分

局 別

給 料 月 額
平 均 年 齢

蒜続 年 表

最 高 最 低 平 均

市 長 事 務 部 局 2 7 8 ,4 0 0円 7 0,9 0 CP 1 4 9,4 4 9円 3 9才 1 0月 1 8年 6 月

議 会 事 務 .局 2 6 1,4 0 0 8 7,5 0 0 1 5 7.1 6 8 3 7 1 4

選挙管理委員会事務局 2 1 1.2 0 0 7 3 ,2 0 0 1 4 7,3 2 4 3 6 1 2

監 査 事 務 局 2 4 7,0 0 0 1 2 6.5 0 0 1 7 6,8 1 4 4 1 1 6 1 0

教 育 委 員 会 事 務 局 2 5 8,7 0 0 7 3,1 0 0 1 5 2,1 0 0 4 0 1 2

消 ′ 防 局 2 4 7.0 0 0 7 7.7 0 0 1 4 4,2 7 4 3 5 1 4

農業 委 員 会 事 務 局 2 1 0,0 0 0 8 0,1 0 0 1 5 8 ,3 4 5 3 9 - l l 1 7

交 通 局 2 5 1,9 0 0 7 5.3 0 0 1 5 0,9 9 5 4 3 1 6 1 1

水 道 局 2 3 5,6 0 0 7 3,1 0 0 1 6 2′6 4 1 4 1 l b

計 2 7 8,4 0 0 1 2 6,5 0 0 1 5 1ー1 4 6 4 0 1 6 1 1
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由　初任給基準
(昭50. 4. 1現在)

職 種 :等 級 ～ 号俸 初 任 給 億 .考

般

威

- m . m m

上 、 級 . 威 6 ~ 3
8 軸 0 0 R .

】 般 職 給 料 表 適 用

中 〝 7 .′～ 7 7 7 .7 0 0

初 〝 7 ～ 4 7 0 ,9 0 0

保 母 中 〝 7 ~ 7 7 7 .7 0 0

】 般 技 術

上 〝 6 ′、′ 3 8 4 ,9 0 0

中 〝 7 ～ 7 7 7 ,7 0 0

初 〝 7 .′、 4 7 0 ,9 0 0

薬 剤 士 上 . 〟 6 ′、′ 3 8 4 ,9 0 0

獣 医 師 上 〝 6 ~ 3 8 4 ,9 0 0

栄 養 士 上 〝 6 ～ 3 8 4 ,9 0 0

Ⅹ 線 .技 士 中 〝 7 ～ 7 7 7 .7 0 0

衛 生 検 査 技 士 中 〝 7 ~ 7 7 7.7 0 0

保 健 婦 上 〝
6 ⊥ 3

8 4 ,9 0 0

助 産 婦 上 〝 6 ~ 3 8 4 ,9 0 0

m m ョ 、高等 看 護 学 院卒 7 ^ - 9 8 2 .5 0 0

準 看 護 婦 準 看 養 成 所 卒 7 - 3 6 8 ,9 0 0

消 防 威 高 校 卒 7 ~ 1 7 5 .3 0 0 消 防 破 給 .和 衷 通 用

医 療 職
大 学 院 卒 4 ~ 9 1 3 9 .7 0 0

医 療 職 給 料 表 通 用

大 学 卒 4 ～ 2 9 7. 1 0 0

敬

高 校 教 諭

大 学 卒 ′ 2 ～ 3 8 1 .9 0 0 教 育 戯 給 料 表 0 ) 通 用

育

版

短 大 卒 3 ~ 5 6 9 ,9 0 0 各 々採 用 時 12 月短縮 を含む

幼 .推 薗 叡 諭
汰 . 学 卒 1 2 ~ 2 7 8 ,1 0 0 教 育 職 給 料 表 ¢) 適 用

短 大 卒 2 ′、. 5 6 7 ,2 0 0 各 々採 用 時 12 月短 縮 を含む

(3)特別職の給料及び報酬

区 分 現行給料 月額 施 行 年 月 日 改革前給料月額 施行年 月 日

市 長 4 8 0,0 0 0 円
昭 4 8 .1 2.1

〟

′′

昭 4 9. 4.1

〟

昭 5 0. 1.1 ( 一般職 1 等級適用 )l

3 7 0,0 0 0 円 昭 4 7.1 2 .1

′′

′′

助 役 3 8 0 ,0 0 0 2 9 0,0 0 0

収 .入 役 3 4 0,0 0 0 2 6 0,0 0 0

常 勤 監査 委 員 3 0 0,0 0 0 2 3 0,0 0 0 昭 4 8 . 4 . 1

〟

昭 4 9. 4 . 1

企 菜 管 理 者 3 2 0,0 0 0 2 4 5,0 0 0

教 育 長 2 6 6 .1 0 0 2 6 1,4 0 0

sub
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ォ

区 分 現 行 報 酬 額 鬼行年月 日 改正前 報酬額 施行年月 日

教 育 委 員 会

委 員 長
月 額 4 郎 0 0 円

昭 6 0 .4.1 4 0,0 0 0 昭 4 9.4. 1

委 員 月 額 3 5 ,0 0 0 3 0,0 0 0

監 査 委 員

知識経験 を有 する者 の うち から遍任 された

監 査 委 員 ( 非 常 数 )
月 額 6 0,0 0 0 5 0,0 0 0 昭 4 .9.4 .1

市議会議員 の うちか ら遺任 された監査委員 月 叡 1 8,0 0 0 1 5,0 0 0 〟

公 平 委 員 会
要 点 長 月 癖 2 2,0 0 0 2 0,0 0 0 昭 4 9.4.1

委 員 月 額 2 0.0 0 0 1 8,0 0 0

選挙管理委員会

委 員 長 月 額 2 2,0 0 0 2 0,0 0 0

委 員 月 額 2 0,0 0 0 1 8 ,0 0 0

臨時 に選挙 管理 委 員 に充 てられ た補充且 日 額 4,0 0 0 2,5 0 0

投 票 管 理 者 及 . び 開 票 管 理 者 1 回につ き 3,4 0 0 8召4 9.6.5 2 ,5 0 0 昭 1 fi.6.9

選 挙 長 1 向につ き 3,4 0 0 2 ,5 0 0

投 票 立 会 人 .、 開 票 立 会 人 及 び 遺 草 立 会 人 1 回につ き 2,7 0 0 1,2 0 0

固 定 資 産 評 価 審 査 委 負 全 委 員 日 額 4,0 0 0 昭 5 0.4. 1 2 ,5 0 0 昭 4 ≦). 4.1

農 業 委 員 会

会 長 月 蔽 2 2.0 0 0 1 5 ,0 0 0 〟

副 会 長 、 部 会 長 及 び1.副 部 会 長 月 額 18 ,0 0 0 1 3 ,0 0 0

部 会 の 委 員 及 .び そ の 他 め委員 月 額 1 5,0 0 0 l l,0 0 0

( そ の 他 の 委 員 ) 月 叡 9,0 0 0

法 律又はこれに

基づ く政令の定

め るところに よ

り置かな ければ

な らない附属機

関の委員

農 業 共 済 損 害 評 価 全 委 員

防 災 会 議 委 員

水 防 協 議 会 委 員

建 築 審 査 会 委 員

土 地 区 画 整 理 審 議 会 委 員

国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 委 員

保 健 所 運 営 協 議 会 委 員

籍 核 審 査 協 議 会 吏 員

公 民 館 運 営 審 議 会 委 員

年 衝 5,0 0 0 昭 4 9.4.1 4 ,0 0 0 f昭 4 8.4. 1

日 南 ヱ.5 0 0 2 ,0 0 0

そ の 他 の

附属機関 の委員

住 居 表 示 審 . 議 会 委 員

都 市 計 画 審 議 会 委 員

公 害 対 策 審 議 会 委 員

社 会 教 育 委 員

博 物 館 協 議 会 委 員

2 ,5 0 0 2 ,0 0 0 昭 4 8 .4 .1

婦 人 相 談 員 月 痕 5 0,0 0 0 昭 5 0.4 .1 4 0 .0 0 0 昭 4 9.4 .1

社 会 教 育 指 導 員 5 1,0 0 0 4 2 ,0 0 0

そ の 他 の 非 常 勤 の 職 員

年 額 4 0,0 0 0 円以 内

月 叡 6,0 0 0 円以 内

又 は日額 4,0 0 0 円以 内に

お いて市長が定 める額

〟

3 0 ,0 0 0 ′

5 ,0 0 0

3,5 0 0
昭 4 8 .4 .1
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(4)旅　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭48. 4. 1適用)

区 分 鉄 道 賃 船 賃
日 当

( 1 日につき )

宿 泊 料
( - 夜 に つ き )

食 卓 科

( - 衣

に つ き )甲 地 力 乙 地 方

早

市 長 . 助役 .

運 賃 の等 級 を 2 階 級 運 賃 の等 級 を 3 階 級 円 円 円 円

1 に区 分 す る線 路 にあ に区 分す る船 舶 に あ 1,5 0 0 7 ,4 0 0 6 ,7 0 0 1,5 0 0

収 入 役 つ て は上 級 の運 賃

運 賃 の等 級 を設 け な

つて は 2 等 船賃 、 2

階 級 に区分 す る船 舶

にあ って は 上級 の運

2

企 業 管 理 者 等

1,1 0 0 5 ,6 0 0 5 ,0 0 0 1 ,1 0 0及 び 3等 軌 ヒ い 線 路 にあ って は そ 賃

の轍 にあ る考 の 乗 車 に要 す る運 賃

及 び 特 別 車 両料 金 を

徹 す る客 車 を運 行 す

る も の に よる旅 行 を

す る場 合に は 特 加 車

両 料 金

ただ し、 鉄 道連 絡

船 に あ って は鉄 道 賃

に 同 じ

3

4 等級 及 び 5

等 級 の職 務 に

あ る者

9 0 0 4,6 0 0 4,1 0 0 9 0 0

4
6 等級 の樹

に ある 者

7 5 0

-

3 ,7 0 0 3,3 0 0 7 5 0

-

5
7 等 級 の職 務

運 賃 の等 級 を 2 階 級

に 区分 す る線 路 に あ

っ ては 下級 の運 賃

運 賃 の 等級 を設 け な

運 賃 の等 級 を 3 階 級

に区分 す る船 舶 に あ

って は 3 等 船 賃 、 2

降 級 に区分 す る船 舶

に あ る者 い凄 路 にあ って は そ

の 乗 車 に要 す る運 賃

に あ っては 下 級 の運

辛 .

た だ し、 鉄 道 連 絡

船 に あ っ て は鉄 道 賃

に同 じ

(勘　o　急行料金又は準急行料金は片道1 0 0km以上特別急行料金は片道3 0 0km以上の場合支給す

る

o　宿泊料の甲地方と札束京都の区・京都市・大阪市・名古屋市・神戸市及び横浜市をいい、乙

地方とはその他の地をいう
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5　基本構想
l

(1)目　的

この基本構想は,無太市将来の望ましい都市像およびこれを達成するための施策の大綱を定めることによ

り、縫合的かつ計画的な行政の運営をはかることを目的とする。

(2)目標年次

この基本構想は,昭和6 0年を目標年次とする。

(3)発展の方向

ア　地位と役割

太市は、九州中央の歴史ある城下町として知られ,行政教育,経済の管理都市として繁栄してきた。

近年,産業経済の発展と交通通信網の発達は、日本列島の様相を一変しつつあり,わが国は,高速化、

・都市化　情報化,そして国際化の時代と呼ばれる新しい未来に向って大きな転換を遂げようとしているO

このような情勢変化は,とかく開発が遅れがちであった九州に、浮上の好機をもたらそうとしており.

従ってまた、本市は、その位置的有利性と、土地、労力等の発展可能性をエネルギーとして新たに飛躍

の時期を迎えようとしている。

ここに本市は,開発の始動条件の整胤資源の活用、管理諸機能の充実および環境の保全をはかり、地

域詞発の主導的使命を果たし、市勢の伸展と市民福祉の増進に努め,もって健康で明るく、豊かな、そし

て平和な市民生活の実現を目ざすものである。

イ　将来の展望

①　人　口

自壊年次における現市域人口は,約6 0万人と推定される。

②　就業構造

目標年次における本市の就業人口は,約3 0万人、その産業別構成は、第1次産業2%,第2次産業

3 2%、第3次産業66%と推定される。

り　都市像

本市将来の振興発展の方向と目標を示す都市像を次のとおり設定する。

①　線と水にかがやく明るい福祉都市

豊かな緑と水を生かして生活環境を整備し,積極的な社会開発により社会福祉を充実し、安全で平和

な,健康で明るい生活を享受できる福祉都市を建設する。

②　風格ある文教都市

美しい自然と伝統にはぐくまれた文化をより香り高いものとし、学術機能の集積を高め.平和に寄与

し国家社会に貢献する人間を育成する風格ある文教都市を形成する0

③　活力にみちた中枢管理都市

交通通信施設の整備を基幹に,情報の交流を高め、産業経済の繁栄をはかり,..行政的および経済的智

理諸枚能の拡充強化に努め、活力にみちた中枢管理都市としての発展をはかる。・

エ　土地利用構憩

本市の恵まれた自然環境と九州中央の拠点という立地条件をふまえつつ、機能的な都市活動を弓封ヒし、

`ヽ
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健康で文化的な都市としての調和ある発展と秩序ある形成を目ざして次のように地域の用途を区分する=6

①　住居用地域

中IJl.ド; [ ,*- 'jl.nt'　　　地,¥-r、U I・'rtiiC'与川;tr卜・ISA -ト`-.<:・<1 13-'iiHi;i-い_ト'・

w:v川1叫二lv.ト:・小では. -'" ."f'---.ll'Ml二伸l:_叫.rfv、に野、'・'*蝣a

また、適当な地区を文教地区に指定して学校施設の環境保全をほかる。　　　　　-　　蝣　--

②　商業用地域

交通至便な都心部および各地区の拠点となるような市待地を商業用地域として商業の振興をはか・り、

都心部については,必要な地区を高度利用地区に指定し、都心枚能の東新をはかも

な瀧,l適地を選び流通業務地区に瀬定しこ'物的流通施政の整備を性かる0

③　工業用地域

臨海部および内陸部の適地を選んで工業用地域とし、工業の集中的活動地域としての整備をはかり、

散在する中小工場の団地化および都市型工業の立地を促進する0

@　農業用地域

その他の地域は,おおむね農業振興地域とし、農業基盤の整備と優良農地の保全に努める。

(4)施策の大綱

ア　市民生活

市民生活の安定・向上をはかるため.次の施策を積極的に進める。

(む　コミニティ

コミニティ施設を適正に配置し、この施設における市民相互の接触と.活動をとおして,自治意識の

高揚をはかり、社会教育の普及徹底と相まって、異に民主的な住民自治の実現を目ぎ10

②　住　　宅

住宅需要動向に対応して.施設の重点を1世帯1住宅から1人1室に進める。

中央部については,中高層住宅の建設により職住近接,土地の高度利用をはかり,周辺部について

は、住宅地の朗発により良好な環境下における住宅建設を促進する。

③　市内交通

増大する市内の交通混雑に対しては,市民の足を確保するため,市内交通枚関のより効率的な大量

輸送枚関本の移行をはかる。　　　, 、′　　　　　　　　　　　一

市民生活の安全と利便の確保のた埠,生活適職の整備とあわせ宅J.交通事故防止のための歩早道分

離等交通安全施設の拡充整麻に努める.

④　公園緑地

全市にわたり公園緑地の適正配置と面啓の拡大をはかる。

緑の保存と育成および豊かな水の保全と利用によって「森と水の都」の声価を高める。

⑤　保健衛生

市民の健康を保持し明るい生活を確保するため、予防、相談∴治療等の健康管理体系を充実鞍化す

るとともに市民組織等との緊密な協力により.市民の健康増進および保健思想の向上を埠かる。.x
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⑥　清　　　掃

iア>さ佃*y>!UL;こ如l'¥-し. i欄nyCIll ii"lt.∴t il 、確報キ蝣Jt寸・=・やかに.かO. A"川*・:・岬け・5。

⑦　公　　　害

市民の健康を保護し生活環境を保全するため.公害基本法の主旨にのっpt'り、公害防止の諸施策を

積極的に推進する。

⑬　消費者行政

国県の施策に呼応し、消費生活の合理化を促進し消費者保護に努める。

イ　文教・福祉

すぐれた市民を育成するととも把恵まれない人々をまもるため,次の諸施策を実施して、文教.福祉

の充実をはかる。

①　学校教育

明日をになう健全な市民育成のため、教育環境の整備に努める。

義務教育および幼児教育については,人口分布の変動に即応して施設の規模および配置の適正化に

努め,教育者の資質向上および施設内容の改善充実をほかる。

高等学校については、教育内容の多様化・高度化の要請に対応して施設の増設および充実をはかる。

大学および研究・調査機関の新設・拡充を促進して学術研究機能の充実をはかる。

(a　社会教育

社全教育施設を充実弓封ヒし,生涯教育の徹底をはかる。

公民館・各種スポーツ施設等による社会教育諸活動をとおして,市民の実生活に即した文化的教養

を高め,体力を増進する。

③　市民文化

本市のすぐれた自然と伝統によってつちかあれた文化をさらに育成酎ヒする。

文化諸施設を整備し,開発と保存の調和をはかりつつ文化財の保護に努め,市民の文化活動をとお

して個性ある市民文化を醸成する。

④　社会福祉

明るく健康な市民生活の確保を自ざして,児童福祉,老人福祉の充実をはかり,心身障害者,母子

家庭および低所得者の更生援護の謝ヒvE努め鶴、 -

このため,国・県・市および民間の緊賓な連携,協力のもとに、保育汎老人溢-ムおよび更生施

fi^C等.揃Mti,投'>*?.偏をはかり. fttt'赦xm川j'Vi')虹Tr.に卑A*iる。

ウ　産業経済

uI.かなHK:.tffl IこIilV;lご勺f;'<j[ i '蝣してtf";-V_m斤の株rb叶は　　ため、恥・:TljK.cj如朴と*M>キu.isの

動向を考慮しつつ.本市の特性を生かし次の諸施策を講じる。　　　　　　　ノし`

①　商　・東

商業環境の整備,協業化・共同化の推進等近代化の諸施策を進める。すなわち,都心部および周辺

部の適地に`それぞれ魅力ある商店街o''形荻をiまかり,また,物的流通施鼓の壷億を促進して広域流

通枚能を充冥し・,,国内版略の拡張を促進する′と.ともに海外貿易を振興するp.I
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②　工　　　業

本市都市圏の臨海部および内陸部に工業団地の基盤整備をはかり、既存工業の近代化を促進し、あ

わせて関連産業を誘発して既存産業に相乗効果をもたらす非公害型の工業の育成・導入をはかり,塞

市産業の新しい活力としての発展を目ざす。

・③　観　　　光

観光資源の保存、開発および創造を強力に推進して観光的利用をはかり,あわせて全市民のレクリ

エーションに活用し,観光諸施設の整備と新たな観光価値の再発見に努め、観光拠点都市としての機

能を強化する。

④　農林水産業

農業の生産性向上と農業者の所得増大を目途とし、農業関係基盤の整備をはかり、あわせて生産環

境の保全に努め,都市近郊農業の特色を生かした、近代化された主産地形成を目ざすとともに需要の

動向に即応できる態勢づくりを推進する。

時代の要請に対応して生産性の高い水産業の振興をはかる。

(9　中小企業

本市産業の大半を占める中小企業については、激しい環境変化に対応できるよう高度化、近代化を

進め、体質の改善と経営の安定化をはかる。

⑥　労働力

優秀な労働力の集積・定着と、潜在労働力の活用をはかる諸施策を積極的に_推進し.経営能力なら

びに技循および技能の向上に努め、もって,本市の九州における経済の中核的地位を高める。

エ　都市基盤

充実した中枢管理機能、健康で文化的な市民生活および効率的な都市活動の基礎となる都市基盤の整

備を目ざして次の施策を推進する。

①　rh(i]地開発

快適かつ、能率的な都市の実現のため,市梼地としての開発および既存市待地の再開発を行なう。

すなわち周辺地域においては,土地区画整理事業を促進して良好な住居環境と効率的な産業施設の

配置をはかり.都心部の過度の集中により機能の停滞している地域においては、関係者の力を結集し

た再開発により都市枚能の充実酎ヒをほかる。

②　交通運輸

九州の中枢都市としての管理機能を効率的に発揮するため、高速自動草道の建設、国道および主要

地方道の改良ならびにバイパス建設を促進する。

増大する道路交通に対処し、かつ,上記幹線道路に連絡するため放射状および環状の都市計画道路

ならびに主要市道を整備する。

その他、港湾,インターチエソジおよび空港等の重要都市施設間の連絡道略の整備を車力に推進す

る9

新港湾の建設を促進し,生産の向上と流通弓鮒巨の充実をはかり、もって産業開発の起動力たらしめる。

鉄道については、九州新幹線の建設を促進するとともに,市術地部における高架化または立体交差
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化を促進する。

現空港は,将来,国際空港として機能させるため施設の整備を促進する。

③　上　水　道

上水道需要に対応して、常に良質,かつ、皇宮な水を確保すbo原水は地下水に求めることを基本

とする。

⑧　下　水　道

都市排水を計画的に処理するため、公共下水道、都市排水路を整備し,市民生活環境の向上および

公共用水域の水質保全をはかる。

⑤　防　　　災

水害のおそれがない寿♭して住める荷にするため、白川および諸河川の抜本的改修を促進するとと

もに、西山地域における小河川については-砂防対策を中心に災害防止対策の充実をはかる。

火災その他の災害に対しては、予防体制を確立するとともに消防施設や放動力を増車し、激増する

救急業務に対しては救急体制の充実を促進する。

(5)推進体制

ア　市民参加

広報,広聴活動の車力な推進により市民の創意と良識を結集し、もっ七、この構想の円滑な実現を期

IS"

イ　広域行政

住民の生活圏の広域化に対応しつつ,国の広域生活圏構想に基づき、幽係市町村との協力および各自

の特性に応じた観能分担の下に、地域の一体的発展のため広域行政の推進をはかる。

ウ　行財政運営

市民生活の向上および社会経済の発展にともない量的に増大し質的に多様化する行政需要に対処し,

もって本構想を効率的に達成するため、本市行財政運営の近代化に努める。

(昭和46年7月15日議決)
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6　広　報・広　聴

(1)広　　　報

ア　広報広聴連絡業務

広報広聴委員会(部長)により、横の連絡に当たっている。

委員会　19名　　月1回開催

イ　広報刊行物

「くまもと市政だより」

毎月1日発行・B5版・10ページ

1回の印刷部数148,000部

配布方法は文書配布委託者を通じて各世帯に配布。

「点字市政だより」

毎月1日発行・20ページ

1回の印刷部数　300部(郵送)

編集は熊本市視聴覚障害者福祉協会に委託。 (内容は市政だよりから抜すい)

「市民グラフ」

年3回発行・B5版・12べ-ジ

1回の印刷部数　5,000部

写真による市政広報

「私たちの熊本市」

小学校3年生用社会科学習資料として,. 2年に1回発行。 A5版・ 5 0ページ

発行部数　8.500部

「目で見る市政」

施設めぐり参加者.各小中学校.各種会合に配布。 2年に1回発行・ B 6版

発行部数　5.000部

ウ　テレビ・ラジオによる広報

番組(年間24回)

RKK-TV

「わたしたちの時間」毎月第2土曜日午後1時45分から1 5分軌

TKU・TV

「倉はようくまもと」毎月第4土曜日午前7時45分から15分間。

テレビ・スポット　「市政だより」

RKK-TV　毎週月曜日午後6時50分から20秒(年52回)

毎月最終週火曜日～金曜日の午後1 2時40分から20秒(年48回)

TKU・TV　毎週月曜日午後7時30分から25秒(年52回)

毎月長者週月確日～金曜日7)午前9時から20秒(年6 0回)
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テレビ年賀

RKK・TV　市長の年頭のあいさつ　1月1日

官公庁だより

NHKラジオ　毎週水曜日の午後6時5 0分からの「官公庁だより」に広報資料提供,

エ　新聞広報

市政について市民の十分な理解を得るため、日刊紙の紙面を利明するO

オ　その他の広報

広報写真の展示

市庁舎内3個所、デパ-ト1個所に設置.月2回掲示。

町内広毎夜の利用

各町内自治会ごとに設置.市の行事、催しのポスターt　ビラ、その他を掲示。

時事ファックスニュース

関係課に回覧し、特に参考になるものは照会調査する。

aas才切EB^

電話により市民ニユースのサービス(TEL56-6 460 ) 1 50秒以内、毎週水曜日内容入れ替え

市施設めぐり

年4回実施　汚水処理場、清掃事業所など

1回1 0 0名程度、バス2台、一般市民から募集。

窓口テレビ放映

市民課の窓口、東・西にテL/どを設置、市政広報番組のVTRと倉知らせを放映。

行事予定表作成

月報(毎月20日作成)

週報(毎週金曜日作成)

日報(毎日前日作成)

;Nl叱i'l、 Ill''こ..＼LL　ト∴与..)'(・:【　I ti ,・-,!'.

市政記者室、広報課

広報車等の利用

広報車(ぎんなん号)放送設備付、行事その他の広報。

広報取材車　　　　　放送設備付、広報事項の取材のほか行事その他の広報を行う。

SE転ISmB&m問

市長の定例記者会見　毎月1回

局部長定例記者会見　毎月2回

記者クラブの利用　　報道散開(市政記者)に対する報道資料の提供。

記者クラブ加入社　( 1 1社)

朝日・毎日・読売・西日本・熊日　NHK・RKK・TKU・日本経済・時事通信・共同通信
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(2)広　　　聴

ア　市民の声処理状況

(昭和49年度)

項 目 地 域 中央 東 南 西 北 計
A

受付累計

B 処 理 累 計 次年度

( A

- B J

V a

首分軍患 回答 計

1
企
画
義

企 画 1 1 1 1 1

事 務 管 理 1 1 1 1 4 4 4 4

そ の 他

合 計 1 1 1 1 1 5 5 5 5 1 0 0

2

総

m

職員の接遇、服務 4 3 1 8 8 8 8

市 有 財 産 1 1 1

戟 . 杏 2 1 1 4 4 4 4

そ の 他 1 1 2 2 ▼2 2

合 計 5 5 1 . 2 2 1 5 1 5 1 4 1 4 1 9 3

3

市

氏

自 2 2 4 4 4 4

交 通 安 全 対 策 5 1 3 4 4 8 3 4 3 4 1 3 0 3 1

戸 患 、 住 民 票 1 1 1 1 1

保 険 、 年 金 1 1 1. 1 .1

福 祉 6 6 1 1 1 4 1 7 1 6 1 6

保 護 1 1 1 3 3 1 2 3

防 犯 灯 1 3 2 6 6 5 5

そ の 他 2 1 1 1 5 5 1 LIL 5

合 計 1 6 2 7 6 8 l l 68 7 1 3 63 6 6 5 9 3

4

衛

坐

衛

坐

公 皇

河 川 l 汚 満 3 1 2 6 6 1. 5 6

悪 臭 3 9 1 2 1 1 6 1 8 3 1 5 1 8

鼻 音 2 4 2 1 2 l l l l 1 9 1 0

煉 捷 1 1 1 1 1

そ 族 、 昆 虫 1 2 2 1 6 6 3 3 6

野 犬 3 5 2 1 0 1 0 3 7 1 0

保 健 予 .防 6 7 3 1 2 19 1 9 4 1 5 1 9

空 地 管 理 2 3 3 2 5 1 0 5 2 5 3 7 4 4 5 1

そ の 他 1 2 1 1 5 5 5 5

小 . 計 2 1 63 1 3 1 2 1 7 12 6 1 2 9 2 2 . 1 0 4 1 2 6 3 98

清

揺

ご み o 9 3 1 4 1 4 5 9 1 4

収 集 も れ 2 1 2 5 5 1 4 5

不 法 投 棄 1 0 4 2 1 6 1 6 8 8 1 6

汲 取 り も れ 3 1 1 5 5 ll 4 5

業 者 2 1 1 4 4 1 3 4

そ の 他 2 3 2 4 1 1 2 1 2 2 9 l l `
4、 計 1 7 2 1 7 . 9 2 5 6 5 6 1 8 3 7 5 5 1 9 8

合 計 3 8 8 4 蝣・o 2 1 1 9 1 8 2 1 8 5 4 0 1 4 1 18 1 4 9 8

5

鍾

済

商 工 2 2 2 6 7 4 4

農 林 1 5 2 8 9 9 9

*

用 水 路 8 2 4 2 1 6 2 5 6 19 2 5

そ の 他 1 1 1 1 1

合 計 9 5 4 9 4 3 1 4 2 6 3 3 3 9 .3 9 3

6

s

&

道

路

舗 圭 新 設 4 3 2 6 1 0 1 7 6 9 7 4 1 ^ 15 9 7 1

舗 装 修 理 3 3 3 7 7 9 6 9 2 9 2 8 1 8 . 8 9

砂 利 散 布 4 3 4 13 9 1 0 7 0 7 0 6 1 8 69

修 理 6 1 2 3 4 3 2 8 3 0 .1 5 1 3 2 8

新 設 拡 幅 1 3 1 2 7 8 7 7

側 壁 .1 1 2 . 3 2 2 .

河 川 2 2 1 5 5 1 4 5

橋 梁 3 2 2 1 s 9 3 3 6

交 通 安 全 施 設 3 1 5 1 l l 4 3 4 4 7 1 6 2 7 4 3

市 道 認 定 2 18 1 4 1 5 2 0 3 1 6 1 9

境 界 1 1 1 1 4 8 l l 3 4 7

衝 灯 2 7 1 4 4 1 8 1 8 l l 6 1 7

I 事 に 付 随 4 1 6 2 4 2 2 8 3 1 1 2 1 7 2 9

小 計 6 5 1 6 8 3 7 5 9 5 5 3 8 4 4 1 8 2 1 8 1 7 4 3 9 2 2 6 9 4
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地 域

項 目
中央 東 南 m . ¥l 計

A

受付 累 計

B 処 理 累 計 次年度

へ ( A

ー B )

b / a

百 分 比完 結 回答 計

6

痩

&

側

*

竣 漢
2 6 . 7 6 1 3 1 0 2 6 1 5 1 1 5 1 1 3 5 8 1 4 3

修 理 3 .1 4 1 *> 18 2 8 3 7 2 0 1 5 3 5

f f s . 4 .3 2 .4 3 1 2 5 5 . 7 0 1 0 5 7 6 7

is 6 2 5 4 8 2 0 6 3 6 8 3 4 3 4 6 8 .

暗 渠 2 1 . 2 5 7 3 2 5

排 水 路 9 2 1 . 1 9 1 3 5 3 5 5 3 0 1 9 4 由

I 事 に 付 随 1 6 . 2 6 1 5 1 6 8 7 1 5

小 計 4 9 1 7 6 2 6 3 4 8 5 3 7 0 4 0 4 2 4 0 1 4 2 3 8 2 2 2 9 5

下

水

道

汝 】粟 5 5 2 3 3 1 8 1 8 1 6 2 1 8

修 理 5 2 1 8 . 9 6 1 7

新 設 1 5 2 8 8 1 7 8

料 3 3 1 7 8 2 6 8

受 益 者 負 担 金

工 事 に 付 随 、8 4 2 1 1 5 1 8 8 2 1 0

小 . 計 2 2 1 9 4 3 8 5 6 6 1 3 3 1 8 5 1 1 0 8 4

初

請

開

発

区 画 整 理 4 4 2 1 0 1 3 2 1 0 1 2

公 園 、 広 場 l l 1 8 4 2 4 3 9 3 9 9 2 6 3 5

緑 地 、 縁 化 5 6 2 1 3 1 6 4 l l 1 5

4 、 計 2 0 2 8 6 2 6 6 2 6 8 . 1 5 4 7 6 2 6 9 1

ォ

*

建 築 指 導 7 7 2 2 5 . 2 3 " 5 4 1 7 2 1

市 営 住 宅 1 5 2 2 5 1 5 1 5 2 1 2 1 4

日 照 権 1 3 4 6 6 6

4 、 計 . 9 1 2 4 7 1 0 4 2 4 6 1 6 3 5 4 1 5 8 9

そ の 他 4 8 . 1 1 5 1 9 1 9 2 1 5 1 7 2

合 計 1 6 9 4 1 1 7 8 1 0 6 1 6 9 9 3 3 1 ,0 1 6 5 1 4 4 3 1 9 4 5 7 1 9 3

7 教 育 1 0 ・J 3 5 3 3 4 4 . 4 4 2 3 6 3 8 6 8 6

8 交 通 2 4 2 2 . 1 0 1 2 l l l l 1 9 2

9 水 道 1 0 9 1 0 3 3 2 3 4 1 0 2 3 3 3 1 9 7

1 0 消 防 1 1 2 2 1 1 . 2 1 0 0

l l

外 閑

SB H

機 体

国 4 2 6 4 3 1 9 1 9 3 1 6 1 9

県 1 0 8 1 ! 蝣' 8 3 9 3 9 3 3 5 3 8

そ の 他 7 2 2 l l l l 1 1 0 l l

合 計 蝣J l 1 ^ 7 1 8 l l 6 9 6 9 7 6 1 6 8 1 9 9

1 2 市 政 以 外 9 5 1 2 1 7 1 7 1 1 5 1 6 1 9 9

総 計 2 9 1 5 8 7 1 2 4 1 7 9 2 2 7 1 ,4 0 8 1 ,5 1 2 5 8 4 8 3 4 1,4 1 8 9 4 9 4

訳 電 文 * そ
計

請 丑 庁 の
他

累 計
(1 17 )
6 1 3 9 1 5 4 6 1 5 8 1,4 0 8

百分比 4 4 6 3 9 l l 1 0 0

(荏) (　)内は「こだま電話」に入っていたもの
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計
it-i 読 情 望 情

累 計 40 145 1,049 174 1,408

百分比 3 10 75 12 100



イ　特　別　相　談

内容

種類 曜 日 . 時 担l 当 主 な 相 談 相談件数

消費鋼 淡
@ l fS S 生 買いものについての相談 .商品の晶

22
8 : 3 0 ~ 1 6 : 0 0 コンサルタント 質量目.値段.衛生などVCついての問題

税 務 相 談

⑧ 税 理 士 会 、
法人税⊥所得税 . 譲渡所得税 - 相続

55
1 3 : 0 0 ~ 1 6 : 0 0 熊 本県 支 部 .税 . 青色申告 .固定資産税など

人 権 相 談
⑩

人権擁護委員
名誉の侵害 - 借地借家 . 金銭の貸借

106
1 3 : 0 0 - 1 6 : 0 0 .損青め賠償 .酷使虐待 .登記な ど

家 事 相 談
㊨

家庭 裁 判 所
夫婦 . 親子 .失鞍者 .遺言 .戸籍 .

10 9
1 3 : 0 0 - 1 6 : 0 0 扶養 .離婚 .相続人など

登 記 相 談
㊨ 司 法 書.士 会 相続 .遺言 .贈与 .遮当権 .賃借 .

10 9
1 3 : 0 0′- 1 6 : 0 0 熊 本 支 部 ′

供託 . 雇用 .保証 .金銭 .土地など

法 律 相 談
㊨

弁 護 士 会
話し合いや調停で解決できないもの

34 1
1 3 : 0 0 ′- 1 6 : 0 0 .蔭律を必要とするもの .訴訟など

交通事故相談
常 時 .開 設. 専 門 相 談 員 損害賠償の請求方法 . 示談 .調停 .

訴訟 .被害者の更生など
55 1

㊨ 9 : 0 0 - 1 6 : 0 0 弁 護 士 会

.(注)　o相談コーナーは、市民相談課内でいずれも無料

O金曜日の法律相談(L　当日8人に限りー　整理券を発行

o相談件数は4 9年度実績

ウ　市政懇談会　.

地区別市政懇談会

「田迎町づくりの会懇談会」 「片彦瀬公民飽懇談会」など,小学校区及び町内単位に7回開催し、 1

会場約2 0- 1 0 0名の地元住民が参亀　倉もに居住地区の壕境盤備や福祉問題等について質問・要望

-があり、これに対し、市側からは市艮　草たは助役のほか、局部長数名が出席し.1回答・説明がなされ

た。

団体別市政懇談会

市婦人会連絡協議会の主催による「市境を語る婦人の集い」が開催され約7 0 0名の婦人年倒
圭

し巾ト・!.,).-;!.r.- i l.'if.一・一・、 .'r''・.・ミ'J'-V.:"-　∴:.1.'," ・・fj'サ'・':*

i

エ_　市政モニター制度

市民の市政に対する意識並びに市政の各種問題点に対する意見等を組織的∴系統的に継続して聴くことに

よって、世論の動きと行政効果を把握し、市民の意思を反映させるためモニター制度を設け、市の設問事項

に対する回答、モニター懇談会-の出席等を職務とし、その任期は、当該年度の1年とする。またモニター

の定数は、応募71人.無作為抽出229人　職業別推せん45人.計345人となっている。 (昭和49
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年5月10日委嘱)

倉もな活動

o関係行事　連絡会議・懇談会

●

oアンケート

第1回

′' 2　′′

〝　3〝

〝　4〝

〝　5,′

市政に対する要望について　(回答率77.3*)

余暇について　　　　　　　(　〝　77.3〝)

学校給食・学童制服について(　〝　78.1〝)

市のすがたとくらしについて(　〝　70.1〝)

市役所及び施策について　(　〝　68.8")

オ　通学環境診断

市pTA連絡協議会愛護部会と市民相談課共催で.市内の東西南北からそれぞれ1中学校区を選出し、小

中学生の通学蒙境状況を巡回調査したO

その結果.交通安全対策を中心にした施設の整備・改良などの問題が提超された。

7　事　務　改　善

(1 )経過と場況

本市の事務改善.能率向上は、昭和3 0年代の初期に倉ける校区出張所の統廃合や、会計機等の導入による

事務機械化をはじめとして、今日までの1 0数年間にわたりー税務事務ー窓口事務.文書事務.給与事務など

各分野で数多くの改最　能率化の施策が実践されてきた。

これらの中で、もっとも重要な意義を持ち、本市にかける事務近代化の基礎づくりとなる具体的成果として

(L　つぎの三つをあげ卑ことができる。

o電子計算センター-の委託による大量計算業務の機毒針ヒ

o窓口事務の改善、一本化と、'住民記録の統合整備

o文書管理の改善と、浄書印刷業務の集中処理

しかし、従来の事務改善は、どちらかといえば部分的な事務作業面の改善合理化、対症療法的な現状打開策

に終始しがちであり、全庁的視野vc立って事務の機能を体系化し、総合的、かつ、計画的に事務の管理改善の

jtl∴蝣*ォ・;軸　心l・¥'I*.トトか蝣.*.V'-・!.二.　　　　　　.

電算機の利用も民簡委託という便宜の形態であり、定型的な大量計算事務の横磯化に上どまっているなど多
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニf

蝣Ii'J'j'..jV-蝣'・H': -: jl　　′二・り

一方、新らしい市庁舎の建設についても、今後本市全体の行政運営の効率化+_いう視点から事務の抜本的な

改善による近代化をよりL層棟極的に推進する契機を準えようとしている。
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(2)各種業務改善状況

ア　電子計算楓こよる事務機械化状況
(民間の電子計算センタ--委託処理)

電 子 計 算 委 託 業 務 委 託 年 月 委 託 料 比 率

市県 民税賦 課計 算 事 務 昭 4 1. 2
1 9 .3 2 0 ,0 0 0 円 %

1 7. 4

固定 資 産税 賦課 計 算 事 務 4 1.1 0 1 7 .5 8 8 .6 0 0 1 5 . 9

国 民健 康 保険 税 賦課 計 算、 同随 時更

訂 処 理 . 同収 納 消込 決 算 事 務

碑 塾込 : 2 6,9 4 3 ,0 0 0

1 8 ,4 6 3 ,8 5 6

2 4 .3

1 6 . 7水 道 料 金. 同修 繕 科 計算 事 務 4 2. 1 2 修 繕 4 4 .9

職 員給 与 計 算事 務 4 3 . 1 9 2 7 7 .8 5 2 8 . 4

軽 自動 車税 賦 課 計 算 、 同随 時 賦 譲処

理 . 同 定期 課税 分 収 納 消込 事務、 伝 4 3 . 4

4 3 . 6

(軽 ) 3,7 2 1 ,5 5 0 3 .4

票整 理 事 務 (消 ) 9.9 1 9 ,2 2 0 8 .9

市債 償 還 統 計 事 務 1 4 3 ,5 0 0 0 . 1

職 員健 康 保 険 報酬 改 訂 計算 事 務 4 4. 4 3 3 1 ,4 0 0 0 . 3

交 通局 成 員 給 与 計算 事 務 4 4 ー 4 1,4 3 3 ,0 0 0 1 .3

下 水道 受 益 者 負担 金 計算 事 務 4 4 .l l 9 2 2 .0 0 0 0一8

諸税 事 務費 計算 4 7. 4 1 ,1 6 2 .6 0 0 1. 0

0 . 8

土 地 区画 整 理換 地 評 価 計算 事 務 4 5 . 4 4 9 . 4 廃 止

児 童 手 当支給 計算 事 務 4 8 . 4 9 1 3 ,0 0 0

保育科 措 置 費 管理 業 務 5 0. 1 7 5 0 ,0 0 0 0 .7

合 計 1 1 0 ,8 8 9 .5 7 8 1 0 0

(注)委託料は49年度決算見込額

イ　窓口事務の改善と住民記録の統合整備状況

主 要 改 善 事 項 実施 年 月 主 要 改 善 事 項 実 施 年 月

窓 口蒙 境の 改 善 整 備 昭 4 1. 9 窓 口事 務の 処 理 方 法 の改 善 昭 4 2. 2

0 庁 舎改 造 模 様 替工 事、 冷 暖 房 設備 ~ 4 2. 2

( 第 1 次 )
0 一 部 横 割 り流 れ 作業 方 式 の採 用

(声 1 次 )

4 3.1 2
0 オ- プンカウンタI 新 設、 来 庁市 民 ス 4 3 . 7

0 連 絡搬 送 機 器 の 導 入 ( (ンレトコン ( 第 2 次 )

4 1. 9

ノ.、← ス の拡 張 -4 3▼1 2 べ71 気 送 管、 イ/ ク→六一 ン等 )

O 庁 内案 内板 の 設 邑 窓 口表示 板 の ( 第 2 次 )

4 2. 2

0 即刻 処 理 業 務 と事後処 理業 務 の分

改 善 整 備 錐 、 記 録 事務 の タイ プ化

窓 口事 務 の一 本化 その 他 の改 善 事 項

0 住 民 異動 の 届 出 手 続 の簡 素 化 0 庁 内 窓 口配 置 の 合理 化

0 同 届 書、 受付 窓 口の一 本化 4 2.l l

4 3 ▼1 2

4 3 . 5

( 市 民課 窓 口の 東地 区、 西 地区 分 -4 2.
( 第 1 次 )

4 3. 7( 住 民、 配 給 . 選 挙、 国 保、 年 金 割 、 市 民相 談 課案 内窓 口、 教 委 就

の 異 動 手続 ) 学 窓 口、 水 道 料 金窓 口等 の 集 中 開 ′ー 4 3.1 2

0 証 明請 求窓 口、 交 付窓 口の 専 門化 設、 市 金庫 の 移 転等 ) ( 第 2 次 )

住 民 記録 の統 合管 理 0 市 民相 談課 の新 生 開設 と相談 内容 4 6.1 0

4 7. 2

4 7. 7

4 9. 4

0 住 民基 本台 帳 の整 備 の充 実 強化 ( 南新館 1 階 )

( 住 民、 配 給 、 選 挙、 国 保、 年 金 -4 3 .1 2 O 戸籍 、 住 民票 等 の証 明書 の電 話 に

等 の資格 に 関 す る記 録 を琉 合 ) よ る 申込 の受 付

0 戸 簸 . 住 民基 本 台帳 等の 保管 用 具 0 市 税 等 の公 金 収 納 窓 口の 拡 充 ( 収

の改 善 整 備 ( ビジプルL/コl ダ等 ) 納 代理 金融 機 関 4 8 カ所 を追 加 指

定 )

0 税 の 口座 振込 制 度 の開 始
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ウ　文書管理の改善と浄書印刷業務の集中化状況

主 要 改 善 事 項 実凝年月 主 要 改 善 事 項 実施年月

文書集配の合理化 昭3 8.1 0

4 2. 7

3 8. 7

文書の分類整理 (未施行)

4 3. 1

タイプ集中化

0 メールボーイ制度 0 文書分類表作成

本庁舎内各課との間の文書集配 0 フアイ1)ングシステムの一部採用

(職員 4 人 ) 浄書印刷の集中管理

O メーJL,カー制度 。浄書童の設置、運営

本庁舎と各出先機関との間の文書 乾式 ジアブ複写機 1 合 機械

集配 ( タクツ→苦上. 職員1 人同乗) 静電式複写機 1 台 保有

文昏作成の標準化

0 公用文に関する規程の制定

0公文書の種類と定義、書式. 用字

三 菱 =4三 雲霊

用語等の体系的な標準化 ( 各課のタイプ浄書、複写、印局li 製 4 4. 4

( 文書規程との一体的運用 ) 帳等を集中処理 )

-45-



8　職　員　研　修

(1 )研修の概況

ア　研修受講人員

(昭和49触夏)

区 分

醜 場 .外 研 修

委託分よび派遣研修 合 ‥計

管理監督職 】般職 計

延 人 員 4 5 8 1.2 0 1 1.6 5 9 3 0 2 1.9 6 1

イ　職場外研修

区

分
研 修 名 対 象 回

IS
人 員 日

& .
実施等期 内 容

般

m

修

新 規 採 用
新規 採用 職員 2 1 4 8 25

月 公務員 としての基礎的知識 の習得杏 よ

職 員 研 修 4 - 1 0 び職場適応 力の養成

講師 ..‥‥‥.部 内講師

事 務 員 .
事務 . 技 術員 o 6 2 1 0 2

地方公務員法、 自治 法等 につ いて
技術 員研 修 講師 …‖….主に部内講師

吏 員 研 修 吏 員 3 8 9 15 5 . 6
地方公務員法、 自治法等につ いて主に

セ ミナ- 方式 で実施
講師 日...主に部内講師

初 級 女 子
初級女子 職員 1 2 2 3 1 0

女子職 員の役割、職務 に対 する科学 的

職 員 研 修 な考え方、人間関係等 につ いて

委託 先...…‥.総合経営

中 堅 吏 員
中 堅 吏 員 蝣蝣> 5 7 10 7 . 8

l上級職員の職 務を補助、代行す る能 力

と下級職員に対す る指導力、並びに担
研 修 当業務を処理す る能 力の養成

講師‥‥‥‥.主に部外 講師

参 事 研 修 係 長 級 参 事 1 5 9 3 2
行政管理の原理 原則を習得 させ る
講師...…日.部外講師

係 長 研 修 係 長 2 3 .5 8 5 . 6

監督者 として必要な知 識の 習得

委託先 ‥人事院 九州事務局課 長 補 佐

研 修
課 長 補 佐 o 3 6 6 9

課 長 研 修 課 長 2 4 5 6 7
総合的視野 に立 った行 政能 力 と1) ーダ

ーシップの養成
委託先 ……...ビジネス コンサル タン ト
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区

分
研 修 名 対 象

in

数
人 員

日

s
実 施時期 内 容

専

門

研

修

文 事 事 務

研 修
一 般 職 員 5 2 0 3 2

月

1 . 2

文書事務の基本原則を認識させ、.合理

的な運開能 力を高め る

講師 l-l…l..部内講師 L

tt m

研 修

各 課 庶 務

担 当 者 1 9 9 1 9

経理事務に関す る基礎 的知識 を修得 さ

せ、能率的.な事務執行を図る

P講師 … 部内講師

民 法 研 修 中 堅 吏 員 . 1 6 0 1 0 8 - 9 - 10

民法の指導原理を理解 し、 民法的思考

能力を養成す る

講師...…弁護士

行 政 法
′′ 1 5 2 1 0 1 . 2

行政及び行政法 の意義 . 特質 を理解 し

行政処分 を法律行為 として思考処理す

研 . 修 る能 力を養成す る

講師...….‥熊大助教授

特

別

研

修

ファ ミ リー

企画課 .調整

1 3 2 4 l l

部課を】? の単位 として とらえ、こ組級

課 .税 務部 . 目標 の達成 と、 各人 の役割の認識をは

トレーニング 西保健所 . 士 かる

木維持 課 委託先 ‥..瞬 総合経営

保 母 研 修 保 P, 母 職 8 3 2 3 1 4
8 -ll- 12

1 - 2 - 3
話師… .‥熊本女子 大、そ の他

栄 養 士

研 修
栄 養 士 6 1 1 4 7

8 -ll -12

1 - 2 ォ3
議師….…熊本女子大、県 保健所

J S T 指導者
課 長 補 佐 1 5 8 . l l

J S T 研修の部門講師養成

養 成 研 修 講師.…‥人事院九州 事務局、県、その他

講 演 会 管 担 者 3 2 7 0 2 5 ・7

テーマ- 熊本の水 」「市民意識につ い

昌益…...九人憤 政見 熊商大

通 信 教 .育 全 磯 貞 1 0 7 7′、) 1 2
職員の能 力開発の一蒙 として、 自己啓

発を推進する

ウ　委託及び派遣研修

研 修 名 場 所 人 員 期 間

海 外 派 遣 研 修 東南ア ジア、 ヨーロッパ 3 3 6 日

都 市 派 遣 研 修
広島 、岡山 、堺 、尼崎 、

その他
2 (3 2 4 日

委 託 派 .遣 研 修 産業能率短大 (東京都 ) 2 0 7 日

自 治 .大 学 校 ( 1 部 ) 東京都 2 6 カ月

自 治 大 学 校 ( 2 部 ) 〟
4 3 カ月

自 治 大 学 校 ( 税 務専 門 ) ′′ 1 1 カ月

そ の 他 2 4 6
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9　選　　挙

(1)永久選挙人名簿登録者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭50. 4. 16登録者数)

開票 区 投 票区 投 票 所 男 女 計

1

1 碩 台 小 .学 校 1,6 8 5 2′3 7 0 4 ,0 5 5

o 熊 本 信 愛 女 学 院 1,0 2 9 1′5 9 8 2′6 2 7

3 桜 山 中 学 校 3,0 2 0 2′6 7 9 5 ,6 9 9

4 黒 髪 4 、 学 校 . 1′7 5 4 2 ,0 2 9 3 ,7 8 3

5 市 立 高 校 1,3 7 4 ′ 1,7 7 4 3 ,1 4 8

6 龍 田 公 民 館 2,3 5 9 2 ,5 9 9 4 ,9 5 8

7 城 北 /)、 学 校 1.6 7 6 1 ,8 2 9 3 ,5 0 5

8 八 景 水 谷 公 民 館 2,9 1 0 1 ,5 9 4 4 ,5 0 4

9 清 水 小 学 校 2 .5 2 2 3 ,0 2 3 5 ,5 4 5

1 0 高 平 台 4 、 学 校 2,8 4 1 3 ,2 8 1 6 ,1 2 2

l l 京 陵 中 学 校 1,3 7 2 1 ,8 0 9 3 ,1 8 1

1 2 重 川 /j、 学 校 2,0 4 8 2 ,8 0 0 4 ,8 4 8

1 3 市 役 所 7 5 3 1 ,1 8 0 1′9 3 3

1 4 市 民 会 館 1.1 5 7 1 ,7 8 7 2 ,9 4 4

1 5 慶 徳 4 、 学 校 9 7 3 1 .4 0 8 2,3 8 1

1 6 五 福 小 学 校 1,1 3 7 1 ,6 3 7 2 ,7 7 4

1 7 一 新 幼 稚 園 1,1 0 5 1 ,7 2 8 2,8 3 3

1 8 一 新 4 、 学 校 1,6 2 1 2′2 2 7 3 ,8 4 8

1 9 北 岡 自 然 公 園 弓 道 場 8 9 5 1 .1 6 8 2 ,0 6 3

2 2 京 町 台 保 育 園 1,5 7 5 1 ,9 7 8 3 ,5 5 3

2 3 池 田 4 、 学 校 2,3 0 2 2 ,5 3 4 4 ,8 3 6

3 9 白 川 4 、 学 校 1,3 5 3 1′9 9 3 3 ,3 4 6

4 0 鎮 西 高 校 1,2 7 2 1 ,8 9 9 3 ,1 7 1

4 1 大 江 小 学 校 2,3 9 2 2 ,8 6 6 5′2 5 8

4 2 九 州 学 院 1′6 2 4 2 ,1 3 9 3 ,7 6 3

7 4 楠 4 、 学 校 2 .2 9 5 2 ,5 7 6 4 ,8 7 1

7 5 託 麻 北 小 学 校 9 8 9 1′1 5 3 2 .1 4 2

7 6 託 麻 西 4、 学 校 2,0 1 8 2 ,1 5 9 4 ,1 7 7

7 7 二 岡 中 学 校 1,5 6 9 1,7 5 5 3 ,3 2 4

8 2 北 部 清 掃 事 業 所 1′2 8 7 1,4 7 9 2 ,7 6 6

8 4 弓 削 出 村 公 民 館 9 1 9 1 ,2 6 0 2 ,1 7 9

8 5 亀 井 公 民 館 1▼3 3 1 1′5 2 6 2▼8 5 7

/J、 計 5 3 ,1 5 7 6 3 ,8 3 7 1 1 6′9 9 4

2

2 0 花 園 公 民 館 1,5 4 1 1 ,9 1 7 3 ,4 5 8

2 1 祇 園 . 小 学 校 2 ,1 4 7 2 ,4 7 8 4 ,6 2 5

2 4 古 町 小 学 校 2,0 3 1 2 ,7 1 4 4 ,7 4 5

2 5 白 坪 4 、 学 校 1′4 2 5 1 ,6 8 7 3 ,1 1 2

2 6 春 日 /)、 学 校 2,1 7 5 2′5 9 6 4 ,7 7 1

2 7 玄 武 館 9 9 4 1′3 9 0 2′3 8 4

2 8 岳 林 寺 1,3 3 6 1 ,7 9 6 3 ,1 3 2

2 9 城 西 小 学 校 2.5 1 7 3 ,0 7 6 5 ,5 9 3

3 0 池 上 小 学 校 1,6 7 1 1 ,9 7 1 3 ,6 4 2

3 1 三 和 支 所 2,0 6 9 2′4 5 7 4 ,5 2 6

3 2 松 尾 東 小 学 校 4 7 4 5 8 2 1′0 5 6

3 3 松 尾 西 小 学 校 5 3 6 6 4 4 1 ,1 8 0

3 4 松 尾 北 公 民 館 1 1 3 1 1 2 2 2 5

3 5 小 島 小 学 校 1,0 3 1 1′2 5 8 2′2 8 9

3 6 有 明 保 育 園 2 5 2 2 7 2 5 2 4

3 7 中 島 公 民 館 7 1 1 8 1 7 1′5 2 8
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開票 区 投 票 区 投 票 所 男 女 計

2

3 8 押 新 漁 協 7 1 5 8 3 7 1 ,5 5 2

6 3 本 荘 小 学 校 1,5 4 7 2 ▼1 6 9 3 ,7 1 6

6 4 春 竹 小 学 校 2,5 6 0 3 ,1 9 6 5 ,7 5 6

6 5 事 業 内 高 等 職 業 訓 練 校 1ー3 5 6 1 ,6 3 7 2 .9 9 3

6 6 向 山 /j、 学 校 1,8 7 4 2 ,2 7 6 4 ,1 5 0

6 7 世 安 公 民 館 1,2 6 6 1 ,4 5 1 2 ,7 1 7

6 8 自 書 公 民 館 3,3 7 8 3 ,6 7 8 7 ,0 5 6

6 9 力 合 /j、 学 校 2 ,3 0 6 2 ,6 1 2 4 ,9 1 8

7 0 川 尻 公 会 堂 1,6 0 7 1 ,9 1 1 3 ,5 1 8

7 1 城 南 中 学 校 1,5 5 4 2 ,4 5 9 4 ,0 1 3

7 2 御 幸 /J、 学 校 1,5 8 2 1 ,8 0 8 3 ,3 9 0

7 3 田 迎 4、 学 校 2 ,4 4 1 2 ,7 3 9 5 ,1 8 0

7 8 花 陵 幼 稚 園 1,9 7 8 2 ,4 7 2 4 ,4 5 0

4 、 計 4 5 ,1 8 7 5 5 .0 1 2 1 0 0 ,1 9 9

3

4 3 菊 水 学 園 1,6 1 7 1 ,7 8 2 3 ,3 9 9

4 4 託 麻 原 小 学 校 2▼8 9 8 3 ,4 8 3 6 ,3 8 1

4 5 東 水 前 寺 公 民 館 2,2 2 7 2 ,7 3 2 4 ,9 5 9

蝣1 1> 帯 山 中 学 ▼ 校 2,3 8 8 2 ,6 7 2 5 ,0 6 0

4 7 ぎ ん な ん 保 育 園 1,2 4 9 1 ,5 0 4 2 ,7 5 3

4 8 尾 ノ l上 小 学 校 2,3 6 4 2 ,6 6 1 5 ,0 2 5

4 9 西 原 小 学 校 3,2 4 5 3 ,6 0 0 6 ,8 4 5

5 0 出 水 小 学 校 1,6 8 9 2 ,2 6 2 3 ,9 5 1

5 1 覚 法 寺 1.3 2 2 1 ,7 .5 3 3 ,0 7 5

5 !_ 砂 取 /J、 学 校 2,4 9 7 3 ,3 3 3 5 ,8 3 0

5 3 熊 本 ろ う あ 会 館 9 2 5 1 ,1 0 3 2 ,0 2 8

5 4 健 軍 4 、 学 校 1,3 4 5 1 ,3 0 4 2 ,6 4 9

5 5 湖 東 中 学 校 2,2 3 4 2 ,6 3 5 4 ,8 6 9

5 6 泉 ケ 丘 小 学 校 1,4 6 6 1 ,7 5 0 3 ,2 1 6

5 7 凍 *蝣 & . a s m 1 ,6 7 9 2 ,1 3 7 3 ,8 1 6

5 8 の ぞ み 保 育 園 2β 5 3 2 ,6 9 5 4 ,9 4 8

5 9 秋 津 /J、 学 校 2,7 1 2 3 ,1 0 0 5 ,8 1 2

6 0 画 図 公 民 館 1,1 5 9 1 ,3 5 0 2 ー5 0 9

6 1 白 山 4、 学 校 2,7 4 9 3 ,2 7 9 6 ,0 2 8

6 2 白 山 保 育 園 8 9 1 1 ,1 5 3 2 ,0 4 4

7 9 県 立 第 二 高 校 2 ,4 8 5 2 ,7 3 5 5 ,2 2 0

8 0 江 津 湖 団 地 第 二 集 会 所 1,4 4 1 1 ,7 1 5 3 ,1 5 6

8 1 帯 山 公 民 館 2.8 0 8 3 ,2 9 5 6 ,1 0 3

8 3 桜 木 /)、 学 校 1,8 8 4 2 ,0 9 8 3 ,9 8 2

8 6 ひ ば り 保 育 園 1,8 7 7 1 ,9 4 5 3 ,8 2 2

8 7 出 水 中 学 校 1′5 6 0 1,8 0 8 3 ,3 6 8

/1、 計 5 0 ,9 6 4 5 9 ,8 8 4 1 1 0 ,8 4 8

合 計 1 4 9 ,3 0 8 1 7 8 ,7 3 3 3 2 8 ,0 1 1
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(2)市議会議員選挙各種記録の推移

選 挙 施行 年 月 日

区 分
昭 3 4 .4 . 3 0 昭 3 8 . 4 . 3 0 昭 4 2 . 4 .2 8 昭 4 6 . 4 .2 5 昭 5 0 .4 .2 7

有 権 者 総 数 2 0 8 ,5 4 2 2 2 6 ,4 4 0 2 4 9 ,6 8 5 3 0 1 .8 6 4 ▼ 3 1 8 ,1 6 9

投 票 者 数 1 6 2 ,6 5 3 1 6 5 ,7 6 3 1 8 4 ,4 7 2 2 1 9 ,8 0 8 2 2 9 ,0 7 6

投 票 率 (形) 7 8 .0 0 7 3 .2 0 7 3 .8 8 7 2 .8 2 7 2 .0 0

立 候 補 者 数 7 9 9 6 9 9 8 9 6 8

t」 8 4 8 4 8 4 8 5 2 5 2

最 高 得 票 数 5,5 6 7 4 ,5 2 8 3 ,6 6 4 4 ,6 6 1 5 ,6 1 8

当 選 者 最 低 得 票 数 1,7 5 9 1 ,7 3 4 1 ,9 1 6 2 ,4 3 8 2 ,7 0 0

立 候 補 者 最 高 年 齢 6 8 6 9 6 8 6 6 6 8

〝 最 低 年 齢 2 5 2 5 2 9 2 6 2 7

(3)各種選挙の投票率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位%)

選 挙 別 開 票 区 第 1 第 2 第 3 第 4 第 5 m e 計

参議院議員通常選挙 (昭4 6. 5.2 7 ) 5 9 .6 4 6 0.0 2 5 9 .4 1 5 8 .2 4 6 2.2 1 5 5 .8 7 5 9.1 5

衆議 院議員総選挙 (昭4 7.1 2 .1 0 ) 6 8 .l l 6 9.5 4 6 8 .7 2 - - - 6 8 .7 8

参議院議員通常選挙 (昭4 9. 7. 7 ) 7 5.8 4 7 6.3 6 7 6.2 1 - - - 7 6.1 2

熊 本 市 長 選 挙 (昭4 9.1 2. 1 ) 6 1.9 2 6 1.9 5 6 0.6 7 - - - 6 1.5 1

熊 本県 知 事選 挙 (昭5 0. 2. 2 ) 3 9.1 6 3 7.0 2 3 7.8 3 - - - 3 8.0 6

県 議 会 議 員 選 挙 (昭S O. 4ユ 3 ) 6 8.4 5 7 1.5 6 6 7.8 3 - - - 6 9.1 9

市議 会 議 員 選 挙 (昭5 0. 4 .2 7 ) 7 0.0 7 7 6.5 4 6 9.8 7 - 7 2 .0 0
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(4)各種選挙党派別得票状況

党 派 別

選 挙別
区 分 自 民 社 会 公 明 民 社 共 産 無 所 属 書十

参議 院 議 員 通常 選 挙

( 地 方 区 )

定 数 2

総 得 票 数 1 0 4 3 7 15 6 4β 2 7 - - 7 .8 8 9 - 1 7 7 ,1 9 2

最 高 〝 ti2 .8 0 7 6 4 .9 2 7 - - 7 .8 8 9 -

最 低 〝 4 1 5 6 9 6 4 ,9 2 7 . - 7.8 8 9 - -

得 票率 餌 5 8 9 1 3 6 .6 4 - - 4 .4 5 - 1 0 0

候 補 者 数 2 1 - - 1 - 4

衆 議 院 議 員 総 選 挙

( 熊 本 県 第 1 区 )

定 数 5

総得 票 数 1 1 9 .6 7 3 4 5 5 7 4 3 8 .4 8 9 1 3 2 3 8 - 2 1 6 3 7 4

最 高 〝 3 2 5 6 9 4 5 5 7 4 3 8 .4 8 9 -
1 3 2 3 8 -

最低 〝 85 2 1 4 5 5 7 4 3 8 .4 8 9 I 1 3 2 3 8 -

得票 率 e句 5 5 1 6 2 1 .0 0 1 7 .7 4 - 6 .1 0 - 1 0 0

候 補者 数 5 1 1 - 1 - 8

参 議院 議 員通 常選 挙

( 地 方 区 )

定 数 2

総 得票 数 1 2 4 5 7 6 9 9 .4 0 9 - - 1 2 ,6 2 8 6 7 7 2 3 7 .2 9 0

最 高 〝 7 2 .7 5 1 9 9 .4 0 9 - - 1 2 .6 2 8 4 9 ラ

最 低 〝 5 1 S 2 5 9 9 .4 0 9 - - 1 2 .6 2 8 1 8 0

得 票率 的 5 2 5 0 4 1.8 9 - - 5 3 2 0 2 9 1 0 0

候 補者 数 o 1 - - 1 2 6

熊 本 市 長 選 挙

総 得票 数 1 ユ8 ユ0 3 4 1 5 7 8 1 3β9 6 - 6 .9 7 5 1 5 2 0 5 1 9 5 5 5 7

最 高 〝 1 1 8 ユ0 3 4 1 5 7 8 1 3β9 6 - 6 3 7 5 1 4 ,8 1 3

最低 〝 1 1 8 ユ0 3 4 1 5 7 8 1 3β9 6 - 6 .9 7 5 3 9 2

得票 率 的 6 0 3 9 2 1 2 6 7.0 0 - 3 5 7 7 .7 8 1 0 0

候 補 者数 1 1 1 - 1 2 6

熊 本 県 知 事 選

総得 票 数 9 8 3 6 0 - - - 2 2 5 6 7 - 1 2 1 5 2 7

最 高 〝 9 8 S 6 0 I I - 2 2 5 6 7 -

最低 〝 98 .9 6 0 - - - 2 2 5 6 7 -

得 票率 e勾 8 1 .4 3 - - 1 8 5 7 -

候 補者 数 1 - - - 1 - 2

県 議 会 議 員 選 挙

(方旨本 市 選 挙 区 )

定 数 1 5

総 得票 数 8 9 5 1 4 4 6 .6 8 6 3 2 3 9 0 - 1 1β5 3 3 9 .6 2 1 2 1 9β 6 3

最 高 〝 1 5 β8 3 1 1ユ9 4 1 1 8 0 4 - l l .6 5 3 9 5 6 5

最 低 〝 1 0 X1 1 8 8 .7 5 9 1 0 ,5 1 7 - l l .6 5 3 9 5 6 5

得 票 率糾 4 0 .7 1 2 1 .2 4 1 4 .7 3 5 3 0 1 8 .0 2 1 0 0

候 補者 数 7 5 3 1 7 2 3

市 議 会 議 員 選 挙

定 数 5 2

総 得 票数 5 4 1 6 4 4 3 5 8 7 2 9 .6 8 7 9 .8 0 7 8 9 .9 4 6 2 2 7 .1 9 3

最 高 〝 4,7 4 9 4 ,3 9 4 3 5 4 5 2 .9 2 1 5 .13 1 8

最 低 〝 2 .7 6 8 2 .7 0 0 3 ,0 8 5 - 2 ,8 2 7 2 .7 0 5

得 票 率(狗 2 3 8 4 1 9 .1 8 1 3 .0 7 4▼3 2 3 9 5 9 1 0 0

候 補 者 数 1 4 1 3 9 4 2 8 6 8

(症)　o県、市議選の最低得票数は当選者分を示す

o国会議員の選挙については、熊本市の投票結果を記載

o按分による小数点以下の得票数は省略
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10　名　誉　市　民

故徳富蘇峰氏(昭和3 0年表彰)

文久3年1月生まれ。近世日本の先覚者としてt　また、すぐれた思想家であった。

熊本在住中は大江義塾の創始者として子弟の教育に専念し、その啓蒙的影響が大であった。

95歳で死去

故高橋守雄氏(昭和3 0年表彰)

明治1 6年1月生まれ。第7代市長として、 3大事業などを完遂(二十三連隊の移転、市電t　上水道の開

設その他)熊本市の近代化.発展.繁栄につくし、また.教育者として、郷土教育の振興育成に活躍した。

73歳で死去

故細川護立氏(昭和3 5年表彰)

明治1 6年1 0月生まれ細川家1 6代当主t　有斐学舎の舎長、また-　肥後奨学会の総教に就任、多額の

奨学金を出資し学徒の育成援護につくした。さらに国の文化財保護委員会委員として、本市の重要文化財、

史跡名勝などの保存活用に貢献した。

87歳で死去

故福田令寿氏(昭和3 5年表彰)

明治6年1月生まれ。医師開業のかたわら、五高、医専などで教鞭をとり、子弟の教育に専念のほか、社

会文化、社会福祉関係の諸要職を歴任した。特に県の文化功労者にえらはれたほか、かずかずの叙勲、受賞

にかがやき、郷土の社会文化.福祉の向上発展につくした功績は大きい。

1 00歳で死去

故宇野哲人氏(昭和4 4年表彰)

明治8年1 1月生まれ。東京帝国大学で漢学、中国哲学の教授.名誉教授としてのすぐれた業績は、郷士

熊本の文運の興隆に、多くの影響をあたえた。また、現在わが国にかける漢学関係の学究者で_　直接、間接

に氏の薫陶、影響を受けないものはないといっても過言ではなしも

97歳で死去

堅山南風氏(昭和44年表彰)

明治2 0年9月生まれ。横山大観画伯などに師事、日本画に精進し、その多くの作品のうえに肥後の郷土

色のにじみ出た芸術の香りがよく生かされている。

氏のすぐれた業績(L現在、大観画伯なき後の日本画壇の第一人者といわれ、また、郷士文化の進展に大

きく貢献している。

現在88歳
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(2)予算総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)

年 度
5 0 年 1▼慶=J∴

4 9 年 . 摩 . 予 算 比 軟 伸 率

W - CB)

章 計 別
.当 初 予 軍 由 .

P 当 初 予 算 担) I ..現 車 予 算
也) ー ⑬ l頂 『

丁 般 = . 会 計 36β67.4 63

, %

4 7.2 219ユ8 418 4
*

4 9.4ノ 385 1畠7 9 4

%

4 9.8 7.68 327 9
*

2 6.云I

特 別 . ‥.全. 計 3 087 53 38 3 9.6 2 12 25β4 6 3 6.0 2 85 3 印 2 1 3 6.9 9,64 9,492 4 5.5

.国 ▼民 健 康 保 険 会 計 印 2 2β49 10.3 52 24 22 6 8.9 6ユ0 003 0 7.9 279 8β2 3 5 3.6

t住宅改修資金貸付事業会計 2 75 36 0 1805 9 0 18,05 9 a 甲 77 5 4.7

老 . 入 居. 塞 .整 備 ..餐

金 ′貸 付 事 業 L金 串
2 859 5 0 27.3 07 0 2 75 0 7 0 128 8 4.7

交通災害 共済 事業 会 計 3 9,69 5 0.1 3 6.S68 0.1 3 7.96 2 0.1 312 7 8.6

食 肉 Pセ r ク ー 会 計 1459 8 0 0.2 11589 1 0.2 15 814 4 0.2 3 008 9 2 6.0

革 .業 共 済 事 碧 会 計 1 53 ,40 7 0.2 1193 49 012 8 6β0 6 0.1 3 40 58 2 8.5

産 業 振 興 資 金 会 計 1128ユ56 1.4 72 0,7 00 1.2 1,09 12 2 7 1.4 40 7.4 56 5 6.5

中 4、 企 業 勤 労 者

福 祉 共 済 事 業 会 計
26,4 73 0 2 OP 00 0 2 000 0 0 647 3 3 2.4

競 ′、輪 .事 業 . 会 計 1 69 11ユ17 2 1.7 11B 156 63 2 0.0 17.474 94 0 2 2.6 5D 9 54 54 4 3ユ

熊 本 城 会 計 228.7 77 0.3 15 877 0 0.3 2 3 5572 0.3 7 0P0 7 44.1

都.市 開 発 資 金 会 計 2立190 0 0.3 10 9β3 0 0.2 2 20β2 0 0.3 11 1β70 1 0 1.9

..東 部‥第 一 土 地 区

画 整 理 事 業 会 計
34 22 9 5 0.4 313 β69 0.5 3 3 88 5 6 0.5 28.62 6 9.1

東 部 第 一 土 地 区

画 整 理 清 算 会 計
580 10 0.1 5 801 0

復興土地区画整理清算会計 1 17.6 59 0.2 87.399 0.2 6 9β9 6 0.1 3 026 0 3 4.6

公 共 下 水 道 事 業 会 計 3,422,48 9 4.4 23 665 38 4,0 25 585 47 33 IP 5 59 51 4 4.6

-(.復興士咽頭面車型観 9 1,77 7 0.2 94β55 0.1 ∠ゝ 9 1,77 7

一 般 . 特 別 会 計 合 計 6 7,742β01 8 6.8 50,4100 30 8 5.4 67.0 50β15 8 6.7 173 3 2,77 1 3 4.4

企 l 葉 J. 会 L l 計
10,2 75.0畠1 1 32 85 99ユ43 14.6 102 47.17 9 1 33 1β75S 38 1 9.5

産 院 会 . 計 2 63,702 0.3 1902 91 0.3 2 30J4 5 0.3 7 34 H 3 8.6

市 民 .病 .院 会 計 1,60 3,4 30 2ー1 9 34β31 1.6 1,752β3 7 2.3 668J599 7 1.5

交 通 事. 業 会 .計 3β43,449 4 .9 3β43ユ19 5.2 38 88.08 2 5.0 8 0 033 0 2 6.3

水 道 事 業 会 計 ノ 45 64▼500 5一9 44 302 0召 7.5 43 763 15 5.7 13 35 98 3.0

総 計 780 17.882 1 0 0 59,009,173 1 0 0 772 9 73 9 4 1 0 0 1900 8,709 3 2ー2
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(3)一般会計性質別財源充当状況
=fR)

、区 分

性質別

5 0 年 度 当 初 予 算 . 4 9 年 産 当 初 予 算 .

特 定財 源 一 般 財 源 癖 定 財 源 ～ 般.財 源

与鼻額 痩

成

年

」 SI

磨

.成埠

」 」

m

成 .

比

ヰ賓額 m

m

也

& m

棉

成.

也

金 華

構

成

也

1 人 件 費 122等1594

%

33.2 578S75

*

4.2 11βー52,619

%

50.6 、8571,714

形

294 413377

% .

3.6 8157.737

<e

46.7

2 物 件 費 2361081 6A 565,452 4.1 1,795529 78 1β98J54 6こ声 450^09 39 1,447.645 8.3

3 維持補修費 458327 1.3 48500 0A 409β27 1.8 43細43 IS 39ユ67 03 3928 76 2.2

4 挟 .功 費 8810ユ28 239 7.209J525 52 )̀ 16 00B03 7.0 6378C17 21.9 5212D45 44. 1ユ65972 6.7

5 補助費 等 1116,194 3PD 189106 I-4 927.088 48 771β05 2.7 173β57 1.5 5973 48 3A

6 霊 設事芸
7.600β75 20.6 4098047 29.6 3502β28 15.2 7.413311 254 3β75,786 33ユ3538125 20.2

補助 事業 42272 30 115 3,062,413 22ユ 1,164β17 51 4,429ユ21 15.2 3,454034 29. 975087 5B

単 独事業 3373,445 9.1 1J035.634 7.5 23373 11 10ユ 2384,790 10.2 421,752 36 2563038 14.6

7 浩.L 霊 .芸 ノ.
21,110 0ユ 18.701 0ユ 3209 0 184,784 0.6 1270 7畠 1 57.709 0,3

8 失対事業 954276 2B 463,740 3.3 490536 21 739,662 25 376553 3.2 363109 2,1

9 公 債 費 1230329 3.3 130,488 0.9 1099β41 48 887S 54 3D 144988 i.:; 742966 4.2

10 校 立 金 43178 0.1 43177 0.3 1 0 62192 0.2 62192 05

11 雷 撃 芸
^2859 0ユ H2859 OJ 10301∠ 0 10302 0ユ

12 貸 付 金 483β30 1.3 483930 3.5 0 0 785000 27 785000 67

13 線 .出 金 1鼻92982 4.0 31271 02 1,461,711 6.4 1019,446 35 372 70 0.3 982ユ76 5B

14 予 備 費 40000 0ユ 40JOOO 0こ2 30000 0ユ 30000 02

合 計 36867463 00 13β60912 109 23006551 10029ユ84ユ84 100 1β98219 100 17.4859 65 100
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(4)一般会計決算の推移

( 歳 入 )

区 分

款 年 度

金 額 . I( 千 円 ) 構 成 比 鰯

4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

1 rtJ 税 6,7 7 9 ,7 02 8 ユ5 4 ,4 0 0 1 0 3 0 4 ,7 4 1 1 3 ,7 8 71 6 4 U p 3 8 串3 6 3 3 .7 3 2 .3 3 3.1 3 3 .4 3 8 .1

2 地 方 .譲 与 税 2 2 0 4 7 1 0 7 3 3 5 1 0 73 3 8 1 9 0 4 6 3 1 3 0 β0 0 0ー1 0 .4 0.3 0 .5 0.

3 自動 車 取 醐 粥 金 1 0 7.6 0 6 1 2 4 ,40 4 1 4 3 5 5 8 2 2 2 2 6 3 1 8 0 0 0 0 0 .5 0 .5

0

1 5 .6

0 .5 0.6 0.

4 欝 漂 雷 箆
1」5 12 1 β6 1 19 2 9 2,4 3 4 2 0 0 0 0 0 0 0

5 地 方 交 付 税 . 3 2 4 5 β4 0 3 9 2 1,4 8 7 4 β9 9 β6 4 6.7 0 6 ,4 4 5 6 ,0 00 .0 0 0 1 6 .1 1 5 7 1 6.2 1 6.3

い 七 lii ・_・ -1.蝣iii 蝣; 守 ㌻
3 3 2 3 3 7 8 β4 8 9 8 β9 9 1 0 3 1 5 6 1 2 0 0 0 0 0 .2 0.3 0.3 0 .2 0.3

7 分 鍵 金 .及 び負 担 金 1 4 5 3 5 9 16 4 ,0 2 2 2 2 9,7 0 7 3 3 7.7 0 6 2 9 4 ,4 62 0 .7 0.7 0.7 0 .8 0.

8 使 用 料 及 び 手 数 料 4 1 8 β63 4 70 3 8 1 5 3 2 1 0 5 6 4 5 声9 5 6 3 8 6 3 6 2.1 1.9 1.7 1.6 1 .7

9 . 国 庫 支 出 金 4 0 3 5 3 8 3 5 5 2 8 ,4 5 3 6 8 4 4 ,5 4 0 9 3 5 4 2 1 2 8 S 9 2J5 6 2 2 0.0 2 1.9 2 2 .0 2 2 .7 2 4 .

1 0 . 県 支 出 金 2 8 2 ,2 5 1 42 7 .0 1 6 7 5 1声1 5 10 2 2 β0 0 1ユ1 5,4 4 6 1.4 1.7 2 .4 2 .5 3 .0

1 1 財 産 . 収 入 8 2 9 .50 0 32 5 ,4 6 1 3 1 3 β8 7 3 8 4 9 0 5 9 5 β3 3 4 .1 1.3 1.0 0 .9

0

0.1

0 .3

1 2 寄 付 金 8 β2 5 3 3 4 4 4 6 9 7 5 1 6 2 7 5 6 JQO l 0 0 0 .2 0

1 3 繰 入 金 4 0 5 49 54 5 5 4 3 8 β3 5 3 7 .5 1 1 3 3 S 7 6 0.2 0-2 0.1 0 .1

1 4 繰 越 金 5 5 8 1 8 2 1ユ6 2 4 7 7 1,6 7 4 ,4 2 2 2 S 1 5 6 3 5 1 13 0 0 2 .8 4.6 5.4 6 .1 0

1 5 諸 収 入 2 3 6 2 6 1 0 3 1 0 7 .5 0 4 3 2 2 1β6 6 3 S 8 3 S 3 0 3 2 4 23 1 1 l l .7 1 2.3 1 0.3 9.6 8 I8

1 6 市 債 12 8 0 0 0 0 15 9 4 0 0 0 1 9 6 9ユ0 0 1 3 9 1 1)0 0 19 6 5 ユ0 0 6 .4 6.3 6 .3 4 .8 5 .3

合 計 2 0 1 5 1万0 2 2 5 2 4 5 ,7 4 8 3 11 7 9ユ8 0 4 1 3 0 1 ユ9 3 3 6 β6 7.4 6 3 1 0 0 1 0 0 1 0 0 10 0 1 0 0

( 歳 出 )

区 分

款 年 度

金 額 ( 千 円 ) 構 成 比 e 勾

4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

1 議 会 費 1 7 3 3 9 5 2 3 0 β9 4 2 9 5 β0 1 3 5 18 0 3 3 6 1ユ3 9 0.9 1.0 1.0 0 .9 1-0

2 総 務 愛 23 2 9 0 7 6 2,69 3 β1 5 3 2 0 60 8 8 4 3 1 2 0 7 0 3 9 3 2 ,4 4 2 1 2 .3 1 1ー4 l l .2 1 1ー4 1 0 .7

3 民 生 費 3 ,7 7 6 3 9 6 5 1 3 1,6 6 2 7ユ5 6 0 8 4 1 0 0 3 5 9 7 9 9 ,5 4 8 4 1 5 1 9 .9 2 1.8 2 5.0 2 6.4 2 5.9

4 衛 生 費 1,7 6 0 2 0 4 2 ユ27 .4 9 3 2,4 9 2 1 1 9 3 ,4 6 7.8 6 6 3 3 9 0(42 7 9 .3 9.0 8 .7 9 .1 912

5 労 働 費 7 1 6 5 59 6 7 73 7 5 8 2 7.7 1 7 1 ,0 6 0 ,4 0 9 1ユ6 7ユ8 4 3 .8 2 .9 2 -9 2 ー8 3 .1

6 農 林 水 産 業 費 4 2 O P 5 8 5 3 9 3 6 6 7 4 17 2 3 9 6 1β5 6 9 9 23 3 5 2.2 2 .3 2 .6 2 .5 2ー7

7 商 工 費 ;:" 4 ,9 4 6 3 5 9 0 0 7 7 7 9 ユ2 2 8 7 5 9 7 0 7 3 3 2 2 1 1 .4 1.5 2 .7 2 .3 2 .0

8 土 木 費 4 3 5 6 2 1 4 4 9 9 1,1 13 6 C 8 5 8 0 9 6 9 8 7 .0 49 6 9 7 5 ユ5 1 2 2 .9 2 1.2 2 .1.2 1 8 .4 1 8.9

9 消 防 費 68 8 5 0 5 8 2 2.0 3 0 1β5 7.7 8 6 1,6 2 72 5 0 1,6 1 0,7 0 3 3 .6 3 .5 3 .7 4 .3 4 .4

1 0 教 育 費 2 4 9 9 2 7 7 3 ,7 3 8 2 68 3 5 9 3 3 7 9 5 5 7 6 6 7 6 5 3 8 5 1 8 4 1 3 ー2 1 5.8 1 2 .5 1 4 ー7 1 4 .6

1 1 災 害 復 旧 費 9 6 β6 6 . 1 0 2 1 9 7 1 9 4 ,7 4 7 2 3 4 ユ4 7 2 1 9 1 0 0 .5 0.4 0.7 0 .6 0 .1

1 2 公 債 費 5 5 0β2 1 6 7 5 J 8 8 8 0 8 ,6 9 9 1 0 3 5 β9 0 1 2 3 2 ,7 2 9 2 .9 2 .9 2 .8 2 .7 3 .3

1 3 . 諸 支 出 金 13 4 62 0 7 U 8 2 S 1 8 1,42 5 2 6 9 1 ,4 6 0 8 、9 2 1,4 7 6 β2 3 7 .1 6ー3 5 .0 3 .9 4 .0

1 4 予 備 費 0 0 0 0 4 0 0 0 0
0ー1

合 計 18 9 8 9 a ;2 4 23 ,5 7 1 3 2 6 2 8 β6 35 4 5 3 7.9 8 75 5 7 3 68 6 7.4 6 3 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

(注)　49年度は決算見込額、 5 0年度は当初予算敵を示す
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1・2　市　　税

(1)市税の税率及び納期
(昭50.4.1項雇)

税 1 日 税 車 納 期 限

.市

氏

税

個

人

均 等 割 5 0 0 円 個 人

1 普通徴収

第 1期 6 月 3 0 日

第 等期 8 月 3 1 日.

2 ≡慧 1 0 J! 3 11 J1 3 1 呂鍔 日.

徴収の月の翌月の 1 0 日

所 得 剖 標 準 税 率

汰

人

均 等 割

* * ォ

1 千万円以 下 3,2 0 0 円

1千万円超 5,6 0 0 fヨ

法 人 税 割 1 4.5

1 0 0 態 2 *>n ti n 日の翌 慣 慧

個 人 の

市民 税と

併 課
( 県民税 )

均 等 割 1 0 0

所 得 割
1 5 0万 円以下 2 / 1 0 0

1 5 0万 円超 4 / 1 0 0

固 定 資 産 税 1.4 普通徴収
1 0 0 罪.1 期 5 月 3 1 日

第 2 期 7 月 3 1 日

第 3 期 9 月 3 O B都 市 計 画 税 0.2

1 0 0 第 4 期 1 2 月 3 1 日

軽 自 動 車 税

原 動 機 付 自 転 車

5 0 α:以T 5 0 0

9 0耽以下 8 0 0 円

1 2 5∝以下 1,0 0 0 円

軽自動車 .小 型特殊 自動車

① 嘩 自動 車

二 輪 1,5 0 0円

三 輪 2,0 0 0円

四 輪貨物 2,5 0 0円

〝 乗用 4,5 0 0円

(り 小型特殊 自動車

農耕作業 用 1,0 0 0 円

そ の 他 3,0 0 0 円

二輪の小型 自動車

2,5 0 0 円

普通徴収 5 月 3 1 日

市 た ば こ 消 費 税 1 8 .1

1 0 0
申告納 付 売 り渡 しlB の翌月の末 日

電 気 税 . 5 特別徴収 徴収月の翌月の 2 5 日 .

1 0 0 普通徴収 使 用月の翌月の 2 5∴日

ガ ス 税
読 (但 望 5 0.6.1ーから)

1 0 0

特別徴収 徴収月の草月の 2 5 日

普通徴 収 使 用月の翌月の . 7 日

木 材 引 取 税 従 量
特別徴収 徴 収月の翌月の 7 日

申告納 付 前 々月分 を毎月 7 日

商 品 券 発 .行 税
2

1 0 0
普通徴収 昇 り渡 し月の翌月の末 日
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(2)納税義務者の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　`

那 : 年産 4 5 4 6 4 7 3 'サ ^ 4 9㌢さ

Tfj

氏

戟

m

¥

・蝣H均等割のみ ,-2ー0 ,3▼5ヰ 、ー̀.ガ、-2-2 .5 0 一9 2 2 '2 0 -2- .̀ 、2 -0.-2-5 ▼9、..▼I. 17 .7 4 0

過 所得割のみ 3,4 1 0 ・ 4 ,4 2 1 、、4 ,1 2 2 … 5 .3 2 1 7.1 7 5

徴 完全納税者 、1 8 .1 1 0 /一 2 0,4 6 1日 ー 2 0,8 0 6 2 2.2 0 4 2 1.9 6 6

収 計 4 1.8 7 1 4 7.3 9 1 4 7,1 3 0 l子吉 4 7.7 8 4 ‥ 4 6 .8 8 1

特 こ均 等剰 ? .右し 1 6.6 9 5 . .、1 4 ,5 4 3 1 3,6 5 4 l l.6 8 7 1 0,5 4 1

B .i 所得割 ? み 8.2 4 1 ∴ 9.4 5 2 9.9 3 3 l l.6 9 6 1 2.6 8 1

& . 完全納税者 7 4,5 0 6 8 0,0 4 7 8 3,8 5 3 8 7.5 7 7 9 2.1 1 2

奴

4、

it 9 9.4 4 2 1 0 4,0 4 2 1,0 7,4 4 0 1 1 0,9 6 0 1 1 5 .3 3 4

ft 1 4 1.3 1 3 ∴ 1 5 1.4 3 3 1 5 4,5 7 0 1 5 8 .7 4 4 1 6 2.2 1 5

農 =人 .調 定 件 数 9.8 9 4 9.0 8 0 1 0,5 5 8 l l.5 5 6 ▼ 1 2.7 1 6

国 費 土 地 及 び 家屋 7 8 .6 9 1 8 4 ,9 0 8 8 6.1 9 6 8 6 .4 6 8 8 9.1 7 6

1V"

'i: !'蝣.'.

tf J.,j 変 + -▼:{ 監1 0 7 ) ( 2 .2 6 7 ) ( 2.4 1 4 ) ( 1.6 白.9 ) ( 1.8 3 7 )

4 、 .計 . 7 8 こ6 9 1 8 4 ,9 0 8 8 8.6 1 0 8 6.4 6 8 8 9,1 7 6

餐 ,. 白 . 動 車 税 6 2.4 4 9 6 4 ,5 2 0 ∴7 0,5 7 5 7 1.5 4 7 7 1.2 6 4

合 計 2 9 1.2 2 9 3 0 9.9 4 1 3 2 4,3 1 3 3 2 8 .3 1 5 3 3 5.3 7 1

繭 可 増 .加 数 1 4,0 6 b 1 8.7 1 2 1 4,3 7 2 4,0 0 2 7.0 5 6

伸 長率 鰯 1 こ0 5 1 0 6 1 0 5 ‖ 1 0 1 1 0 2

(注)償却資産に係る( )は土地及び家屋に含む

; (3)市税収入状況
(単位　千円)

税 目 年 産
4 8 4 9

調 定 額 収 1人 額 収 入 率 的 調 定 額 収 入 額 収 入 率 (殉

市 個 人 分

普 通 徴 収 1,1 0 1月 4 8 1 ,0 7 4 ,2 1 2 9 7 .5 1 ,5 9 7 .3 1 6 1 ,5 5 8 ,9 8 0 ニ 9 7 .6

特 別 徴 収 1,9 9 2 3 9 4 1 ,9 8 1 5 7 台 9 9.5 2 ,7 1 2 ,7 8 0 2 ,7 0 1 ,9 2 9 9 9 .6

氏

秩

計 3 ,0 9 4 ,2 4 2 3 ,0 5 5 ,7 8 5 . ‥9 8 .8 4 3 1 0 ,0 9 6 4 月 6 0 ,9 0 9 …9 8 .9

. 分 1,6 2 0 ,0 6 1 1 ,5 8 7 .2 2 2 9 8 .0 2 .9 8 0 ,0 0 3 2 ,8 9 0 ,6 0 3 9 7 .0

4 、 計
… 4 ,7 1 4 3 0 3 4 ,6 4 3 ,0 0 7 9 8 .5 7 .2 9 0 ,0 9 9 7 . 1 5 1 ,5 1 1 主 9 8 .1

固 資

鍾

定 鋭

固 定 資 産 3 2 4 7.7 4 9 3 2 1 2 ,1 2 8 9 8 .9 3 ,7 5 1 ,3 0 2 3 ,7 1 3 ,7 8 9 9 9 .0

交 付 金 . 約 封 金 1 8 0 .8 1 7 1 8 0 ,8 1 7 1 0 0 2 0 5 ,6 3 2 2 0 5 ,6 3 2 1 0 0

/]、 計 P 3,4 2 8 ,5 6 6 3 3 9 2 ,9 4 5 9 9 .0 3 ,9 5 6 ,9 3 4 3 ,9 1 9 ,4 2 1 9 9 ユ

ォ 原 1動 機 付 自 転 車 2 3 ,3 0 6 .宰 12 5 5 9 1 .2 2 2 ,6 2 4 2 0 ,6 5 5 9 1 .3

自 軽 自 動 .. 卓 1 3 1 ,3 4 4 1 2 7 .9 7 1 P 9 ケ.4 1 2 6 ,7 8 8 1 2 3 ,6 1 8 9 7 . 5

動

車

輿 ..

二 輪 小 型 車 2 ,5 声寧 2 ,4 8 8 9 6 .1 2 ,4 3 0 2 ,3 3 5 9 6 .0

小 .計 1 5 7 .2 3 8 1 5 1 ,7 1 4 9 6 .5 1 5 1 ,8 4 2 1 4 6 ,6 0 8 } 9 6 一6

た L は ▼と 、. 消 費 .税 8 6 9 ,4 6 1 8 6 9 ,4 6 1 1 0 0 9 9 2 .9 9 0 9 9 2 .9 9 0 1 0 0

電 ガ ・a 4 3 1′4 一0 6 .4 3 1 ,4 0 6 1 0 0 5 1 2 ,8 1 0 5 1 2 ,8 1 0 ′ 1 0 0

▼ス

気 鋭

ガ . . . ス 5 7 .0 0 3 5 7 .0 (ー3 1 0 0 5 2 ,9 2 4 5 こ>$ Z 4 1 0 0

. /j、 . 計 . ヰ8 8 ,4 0 9 4 8 8 ,4 0 9 1 0 0 5 6 5 ,7 3 4 5 6 5 .7 3 4 1 0 0

:木 材 引 E l ft , 3 9 - 3 9 1 0 0 1 6 0 0

特 別 土 地 .1保 有 :.戟 l l ,1 8 3 l l ,1 8 3 1 0 0 1 4 5 ,1 9 6 1 4 5 1 9 6 1 0 0

iS S > 券 :」 行 m 1 9 ,0 8 7 1 9 ー0 8 7 1 0 0 2 6 ,1 2 1 2 6 .i ;∠1 1 0 0

、都 市 ▼計 . .画 . 税 . 6 7 9 ,8 9 0 6 7 2 ,4 7 1 9 8 .9 7 3 2 ,5 0 8 7 2 5 ,1 8 3 、 9 9 .0

旧 . .汰 ..税 収 ... 入 l l 0 0 9 0 0

. 合 計 P. 1 0.3 6 8 ,1 8 7 1 0 ,2 4 8 ,3 1 6 9 8 .8 1 3 ,8 6 1 ,4 4 9 1 3 ,6 7 2 ,7 6 4 9 8 .6

滞 納 . 繰 ▼ 越 分 3 8 1,3 9 6 5 6 ,4 2 5 1 4 .9 ′ 4 2 4 ,9 2 3 6 3 .3 1 4 1 4 .7

総 - ′計 1 0 ,7 4 9 ,5 8 3 1 0 3 0 4 ,7 4 1 9 5 3 1 4 2 8 6 ,3 7 2 1 3 ,7 3 6 ,0 7 8 9 6 1

(注)　49年度分は決算見込額
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(4)納税貯蓄組合
(単位　千円)

区 分

年 産

組 合 数 - 税 目
調 定 額

組 合 納 付 額 収 入 率 J
事 務 費

割 合
事 務 費

親 口

員 数
也) 件 数 金 額 (団

+ 交 付 金

( C )

寺 交 付 基 準

4 5 lp 7 5 5 7.7 0 0

市 箆 税 5 8 8 ,9 4 0 4 3 ,6 0 2 2 3 5 万4 7 4 0 .0

3 0 β6 5 1ユ 納 期 内 に 完

納 し た 市 税

の 1 0 0 分

の 3 ( 最 高

3 ,0 0 0 円 )

と

嶺 収 書 1 枚

に つ き 1 0 円

均 等 割 領 堺

書 1 枚 に つ

き 3 0 円 、

5 0 円

固 定 資 直 税 2 .0 3 2.3 8 7 1 6 4 ,0 3 4 7 5 0 ユ0 0 3 6 .9

軽 自動 車 税 1 2 8β7 1 1 8 ,4 2 2 3 2 ,5 0 8 2 5 .2

計 2,7 5 02 9 8 2 2 5 ,7 1 4 1J0 1 8 2 5 5 3 7.0

4 6 1,0 4 7 5 9 ,1 5 1

市 箆 税 8 3 7.8 0 4 4 7.1 8 9 2 9 U 3 9 3 4 .8

3 5 ,7 3 6 1.0

ー司鵡 直 税 2 ,5 0 3 ,1 2 0
●

1 7 2 ,0 7 4 8 9 9 13 8 9 3 5 .9

軽 自動 車税 1 4 4 ,4 2 1 2 0 ,0 9 4 2 8 ,7 2 2 1 9 .9

計 3 ,4 8 5 β4 5 2 3 9 ,3 5 7 12 1 8 9 50 3 5 .0

4 7 1.0 4 2 5 8 ,8 7 5

市 民 税 9 6 9,9 8 4 4 4 ,2 2 5 3 1 6 β9 3 3 2.6

3 9,3 9 4 1.0

国 正鞄 墓鋭 3 ,0 0 0 1 5 0 1 7 0 ,9 0 7 9 8 5 ,7 3 2 3 2 .9

軽 日賦 1 5 3,3 6 0 2 3 ,0 7 9 4 4 β72 2 8 .7

計 4 ,1 2 3 ,4 9 4 2 3 8 2 1 1 13 4 6 .4 9 7 3 2 .7

4 8 1,0 2 1 5 8 .3 6 0

市 箆 税 1,1 0 1 β4 8 4 1,5 6 8 2 8 8 2 8 6 2 6 .2

4 3 ,7 4 2 0.8

固 定 資 産税 4ユ 0 8 ,4 5 6 1 5 6,8 8 0 1ユ0 9 ,6 8 4 2 7.0

軽 自動 車 税 1 5 7.2 3 8 1 8 ,5 8 6 3 5 0 1 4 2 2 3

計 5 ,3 6 7.5 4 2 2 1 7.0 3 4 14 3 2 9 8 4 2 6.7

4 9 9 8 9 5 7.3 6 0

市 箆 税 1 ,5 9 7.3 1 6 4 1,3 3 6 3 8 7 .7 6 3 2 4 .3

4 6 ,9 8 1 0.8

固定 資産 税 4 ,4 8 3 β 1 0 1 5 7.6 9 5 1 JO 78 9 1 1 2 4.1

軽自 軌 車税 1 5 1 ,8 4 2 1 5 β0 7 2 8 β3 6 1 9.0

計 62 3 2 .9 6 8 2 1 4 ,9 3 8 1 4 9 5 5 0 9 2 4.0

(注)　o調定額は納税組合の対象となるものについて計上し.固定資産税には都市計画税を含む

0 4 9年度は決算見込叡
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